
近
く
の
救
急
車
が
来
な
い
?!

　
救
急
車
は
、
生
命
の
危
険
が
差
し

迫
っ
て
い
る
傷
病
者
を
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
た
め
の
車
両
で
す
。
東
部
消
防

局
で
は
、
全
体
で
13
台
の
救
急
車
を
運

用
し
て
お
り
、
救
急
現
場
に
一
番
近
い

場
所
の
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
。
し
か

し
、
救
急
現
場
の
近
く
の
救
急
車
が
先

に
緊
急
性
の
低
い
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

出
動
し
て
し
ま
う
と
、
救
急
車
を
必
要

と
す
る
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
の
も
と

へ
出
動
で
き
ず
、
救
命
処
置
の
開
始
が

遅
く
な
り
ま
す
。
救
急
車
は
、「
救
う

た
め
に
急
ぐ
緊
急
車
両
」
な
の
で
す
。

救
急
活
動
の
現
状

　
全
国
的
に
軽
症
の
傷
病
者
が
救
急
車

を
呼
ぶ
こ
と
で
、
重
症
傷
病
者
の
搬
送

の
遅
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
部
消
防
局
管
内
の
救
急
出
動
件
数

は
年
間
１
万
件
を
超
え
て
お
り
、
平
均

す
る
と
一
日
で
約
30
件
出
動
し
て
い
ま

す
。救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
う
ち
、

そ
れ
っ
て
本
当
に
救
急
で
す
か
？

考
え
よ
う
１
１
９
番
す
る
前
に

問 

東
部
消
防
局
警
防
課　
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２
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鳥取大地震から 80 年特 

集

特 集

　
１
９
４
３
年
９
月
10
日
は
、
鳥
取
大
地
震

が
発
生
し
た
日
で
す
。
死
者
１
２
１
０
人
、

全
壊
家
屋
１
万
３
２
９
５
戸
と
い
う
甚
大
な

被
害
を
与
え
た
大
地
震
か
ら
、
今
年
で
80
年

を
迎
え
ま
す
。
災
害
は
突
然
発
生
し
、
生
活

や
生
命
を
脅
か
し
ま
す
。
本
市
で
は
、
過
去

の
経
験
と
教
訓
を
学
び
、
い
つ
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
や
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
訓
練
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

『
鳥
取
の
震
災
』
出
版
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
鳥
取
市
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

時
９
月
10
日
（
日
）
13:

30
～
16:

00

所
鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー

容
▽
第
１
部
：『
鳥
取
の
震
災
』
出
版
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
執
筆
者
か
ら
の
発
表
）

執
筆
者
：
西に

し
だ田 

良り
ょ
う
へ
い平

さ
ん
（
鳥
取
大
学
名

誉
教
授
）、
香か
が
わ川 

敬た
か
お生

さ
ん
（
鳥
取
大
学
工

学
部
教
授
）、
横よ

こ
や
ま山 

展の
ぶ
ひ
ろ宏

さ
ん
（
鳥
取
市
歴

史
博
物
館
学
芸
員
）、
池い

け
も
と本 

美み

お緒
さ
ん
（
鳥

取
県
公
文
書
館
専
門
員
）

〜過去から学び、備える今〜

▽
第
２
部
：
鳥
取
市
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
講

演
「
緊
急
消
防
援
助
隊
制
度
と
概
要
に
つ
い

て
」、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
災
害

に
備
え
た
地
域
社
会
」
員
２
０
０
人

料
無
料
　
※
予
約
不
要

鳥
取
市
総
合
防
災
訓
練

時
９
月
10
日
（
日
）
10:

00
～
12:

00

所
大
正
小
学
校
、
国
府
東
小
学
校
　
容
被

災
者
救
出
・
炊
き
出
し
訓
練
（
大
正
小
）、

物
資
供
給
・
起
震
車
訓
練
（
国
府
東
小
）、

防
災
情
報
の
伝
達
・
避
難
所
開
設
・
消
火
訓

練
、防
災
関
連
展
示
（
大
正
小
、国
府
東
小
）

※
10:

00
に
市
内

全
域
で
防
災
行

政
無
線
、
防
災

ラ
ジ
オ
、防
災
ア

プ
リ
、緊
急
速
報

メ
ー
ル
な
ど
に

よ
り
緊
急
地
震

速
報
チ
ャ
イ
ム
と
緊
急
放
送
を
実
施

◆
鳥
取
地
震
80
年
犠
牲
者
追
悼
の
つ
ど
い

問 

鳥
取
地
震
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
（
記
念
碑
）

建
立
を
め
ざ
す
会

 

０
９
０-

１
６
８
７-

２
６
２
０
（
渡わ

た
な
べ辺

）

時
９
月
10
日
（
日
）17:

00
～
17:

45
　
所
旧

本
庁
舎
跡
地
、鳥
取
市
民
会
館
大
会
議
室
　

容
記
念
碑
の
除
幕
、
献
花
、
黙
と
う
な
ど

問い合わせ先　本庁舎危機管理課（31 番窓口）   0857-30-8033   0857-20-3042

医
師
の
診
断
に
よ
り
入
院
を
必
要
と
し

な
い
「
軽
症
」
と
判
断
さ
れ
た
人
の
割

合
は
、
全
救
急
搬
送
の
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
し
ょ
う
か

・
蚊
に
刺
さ
れ
て
か
ゆ
い

・
今
日
は
病
院
の
受
診
日
。
タ
ク
シ
ー

代
が
か
か
る
の
で
無
料
の
救
急
車
を

呼
ん
だ
。

・
指
に
小
さ
な
ト
ゲ
が
刺
さ
っ
た
。

・
海
水
浴
に
行
っ
て
日
焼
け
で
肩
が
ひ

り
ひ
り
す
る
。

・
眠
れ
な
く
て
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て

も
ら
い
た
い
の
で
救
急
隊
員
を
呼

ん
だ
。

　
こ
こ
に
上
げ
た
症
例
は
、
す
べ
て
東

部
消
防
局
管
内
で
本
当
に
あ
っ
た
救
急

要
請
の
内
容
で
す
。

死亡重症

中等症

軽症

東部消防局救急搬送件数（令和4年）

39%

52%

8%
1%

救急搬送件数 10,917件のうち、約４割が
入院の必要がない軽症

救急車の適正利用について、詳
しくは東部消防局のウェブサイ
トをご覧ください。

9 月 9 日は「救急の日」です。
救急業務に関する正しい理解と認識を深めましょう。

本体：2,000円（税込）

郷
土
シ
リ
ー
ズ
41

一般財団法人 鳥取市社会教育事業団

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人  

鳥
取
市
社
会
教
育
事
業
団

鳥
取
市
社
会
教
育
事
業
団

『鳥取の震災』
– あの日から 80 年 過去
から学び 備える今−

#
７
１
１
９
を

	
	

　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
救
急
車
は
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
公

共
の
財
産
で
す
。
そ
の
た
め
、
救
急
車

を
呼
ぶ
と
き
に
は
、
そ
の
必
要
性
を
よ

く
考
え
て
か
ら
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
判
断
に
迷

う
場
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
と
っ

と
り
お
と
な
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
※
（
＃
７

１
１
９
）」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　「
気
に
な
る
症
状
や
病
気
に
つ
い
て
」

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い
い
か
」

「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
い
い
か
」
な

ど
、
看
護
師
・
医
師
な
ど
が
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
ま
す
。

　
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
人
の

た
め
に
「
救
急
車
の
適
正
利
用
」
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
15
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
場
合
は
、

「
と
っ
と
り
子
ど
も
救
急
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
＃
８
０
０
０
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

写真所蔵：鳥取市歴史博物館

過去の総合防災訓練
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